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20世紀アメリカの生活デザイン
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はじめに

1886年に創設されたSears.Roebuck & Co. 
(以下、シアーズ・ローパック社)は、カタロ

グ通信販売でまず農村の人々の心を捉え、その

後の小売業への進出などにより長い間20世紀ア

メリカを代表するアメリカ最大の小売企業とし

ての地位を築くこととなった。それだけに、ア

メリカの価値観を形成していく L..で重要な世紀

となった20世紀において、シアーズ・ローパッ

ク社の存在はアメリカの人々の生活に大きな影

響力を与えたと考えられる。アメリカ合衆国第

32代大統領フランクリン・ D.ルーズヴェルト

(Franklin D. Roosevelt 1882-1945年)がロシ

ア人に贈りたいアメリカの本は何かと尋ねられ

たとき、ワシントンやリンカーンといったアメ

リカの偉大な政治家の伝記や、 トウェインやホ

イットマンのアメリカを主題とした詩や小説で

はなく、『シアーズのカタログ』と答えたと言

われている。けこのような大統領の言葉にも出

てくることからも、日頃からシアーズ・ローパ

ック社のカタログが利用され、広く知lれ渡って

いたであろうことが伺える。

シアーズ・ローパック社のカタログは世界に

先駆け大衆消費社会を生み出した20世紀アメリ

カの生活文化を物語る資料と言え、生活に必要

しかし、その研究の多くが、売上高や経営戦略と

いった経'首指標の分析からシアーズ・ローパッ

ク社の経営にI到する盛衰にふれたものや、その

ような会社の経営が人々に与えた影響について

述べられたものであり、具体的にどのようなも

ので影特を与えていたのかということについて

実際に使川されていたシアーズ・ローパック社

のカタログを資料とし、それらに掲載された記

事や商品の客観的なデータをもとに分析を試み

た研究はまだ少ない。実際に資料となるカタロ

グはアメリカの図書館でも全てを揃えることは

難しいと言われる税、稀少な資料となっている。

1 .研究の目的と方法

本研究の日的は、シアーズ・ローパック社の

カタログに掲載されている商品を分類し、項目

毎に集計を行うことで、シアーズ・ローパック

社の通信販売JHカタログが人々の生活に何をも

たらし、アメリカ的生活様式の向上や価値観の

形成にどのような桜響を与えてきたのか、また、

人々がどのように活用してきたのかを把握する

ことである。

資料としては、 1896年から1993年まで発行さ

れたシアーズ・ローパック社のカタログの内、

共立女子大学所蔵の32IUtのカタログから、 1902

年・ 1927年・ 1945年・ 1952年・ 1974年・ 1993年

なあらゆる製品が載っているという点で'20世紀 の611&を111心に、必要に応じて他のカタログも

のデザイン研究の貴重な資料と評価されている。 参照した。(表 1) 
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表 I 共立女子大学所蔵カタログ一覧

No 発行年 s.s. F.w Ch 発行場所

11 1897年 シカ コ

21 1900年 O※ シカゴ

31 1902年

41 1902年 。 シカゴ

51 1909年 O※ シカ コ

61 1923年 。 シカ コ

71 1925年 。 フィラデルフ ィア

81 1927年

91 1928年 。 フィラデルフ ィア

101 1930年 。 ポストン

111 1932年 。 カンザスシテ ィ

121 1932年 。 シカゴ

131 1935年 。 ロサンゼルス

141 1939年 。 ミネアポリス

151 1940年 。 シカゴ

161 1945年 。 シカゴ

171 1945年 。 シカコ

181 1952年 。 ロサ ンゼルス

191 1952年 。 ボストン

201 1954年 。 フィラデルフ ィア

211 1960年 。 シカゴ

221 1960年 。 シカゴ

231 1965年 。 シカ ゴ

241 1965年 。 シアトル

251 1969年 。 ロサンゼルス

261 1972年 。 ロサンゼルス

271 1973年 。ロサンゼルス (日本)

281 1974年 。 ロサンゼルス (日本)

291 1974年 。 ロサンゼルス (日本)

301 1975年 。 ロサンゼルス (日本)

311 1978年 。シア トル

321 1993年 。
s.s春夏号 F.W 秋冬号 Ch.:クリスマス号

※ Fall (秋号)

1~11 R.W.シア ー ズ (1863-1914)

全ベ ジ数

786 

144 

698 

1200 

144 

974 

1106 

700 

938 

966 

891 

1048 

730 

1230 

1046 

1002 

904 

1296 

1442 

1398 

1553 

1593 

1611 

1047 

1553 

1533 

615 

1427 

1559 

1491 

617 

1554 

2.シアース・ 口ーパック社について

2. 1 シアーズ・ローパック社の概要

シアーズ・ ローパック社は、 シアーズとロー

パックの二人の名前に由来している。 ミネソタ

州のノ ース・レ ッドウ ッドの駅で貨客輸送の代

理[)苫の仕事ーをしていたリチヤ ード ・ウォ ーレ

ン・シアーズ (RichardW. Sears) (図 1)は、

在庫品の処分を目的として送られてきた実際に

は受注していない卸売業者からの商品(時計)

を同業の仲間に C0 D (註 1)で販売し、利益

をあげたことがき っかけでシアーズは鉄道を辞

め、 1886年に時計の通信販売庖であるR.W.シ

アーズ・ウォッチ ・カンパニー (R.W. Sears 

Watch Company) を設立した。翌年には発送

するのにより便利な土地を狙い、交通の要衝シ

カゴのデイアボー ン~1iに庖を開き、時計の修理11

を一任するようになったアルパ・カーテ イス ・

ローノくック (Alvah Curtis Roebuck) (図 2) 

と 共 に、 189311~ にシアーズ・ ローパ ッ ク社

(Sears， Roebuck & Co.)を立ち上げ、二人で

本格的に通信販売の仕事に取り組むこととなっ

た。そして、 1911年には当時の小売業界におい

て最大規模の商品開発部門 -検査部門が設置さ

れ、 1925年には都市への人口の集中とモー タリ

ゼーションの進展に呼応して通信販売に加えて、

都市シカゴに小売応舗を開設し、 GMS(註 2) 

図2. A.C.ローパック (1864-1948)

(Go印rdollL. ，羽W匂eiI:Se品ω?γ.丸 Roeb仇nιωck，U. S.A. T，η'hωe 01'，官e白tA1閉nm喝'iωca叫 Cαtω品ωgSI.ω:01γ.官'eGα11ηtdHotωu1μt O1'ew. 1977より転，1正)
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導入J~j を迎えた。 1931年には保険業にも手を広

げ、 1950年代から売上高は順調に拡大し、 1964

年にはアメリカ小売業界の トップとなり、その

後約25年もの問アメリカ最大の小売企業として

の地位を獲得 した。

1988年まで トップを維持し続けてはいたもの

の1970年代後半をピークに業績が悪化し、 1993

年には創業時から続いていたカ タログ通信販売

を廃止するなどして再建を模索しつつ、 2005年

に同業のKマートと合m:しシアーズ・ホールデ

イングス・コーポレーション (Sears Holdings 

Corporation) となり、現在に至っ ている。

2.2 カタログの概要

シア ーズ・ ローパック社の前身である R.W.

シアーズ・ウォッチ・カンパニーは当初は新聞

広告によるH寺計の販売のみであったため、カタ

ログの発行は していなかった。最初の通信販売

カタログが発行さ れたのは1888年であり、その

頃はH寺計と若干の宝石類だけが掲載さ れた32ペ

ージという薄い カタログであ った。その後、

1893年にシアーズ・ローパック社となり、今回

研究資料として用いた常に1000ページ前後もの

厚さのある大判の総合カタ ログが最初に発行さ

れるようになるのは1896年からである。それ以

来、春夏号(春号)と秋冬号(秋号)の年 2回

発行され、発行が終了する 1993年まで続いた。

Co回ーol't:a'bleArm Rooker 
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図3a 掲載商品約子. 1927年版

総合カタログ'Ø~JIニ後は、クリスマスカタログや

工具・自動車用品、衣類など、顧客に合わせて

つくられたスペシャルカタログのみが発行され

ていたが、これらも2000年に廃止された。 しか

し、カ タログ通信販売の役割は現代の風潮を反

映して1998年に設立されたオン ライ ンサイ トで

のj古舗を通 して商品をオ ーダーで きるシア ー

ズ ・ド ットコ ム (Sears.com) に引き継がれて

いった。

カタログは基本的には全て本部のあるシカゴ

で作られていた。 しかし、州や地域ごと の法規

や肝-み、気候、生活様式の差異によ って一部修

正が加え られ、各地向けに編集されていた。総

合カタログの発行部数は、数量の明らかになっ

ている 最初の年である 1897年には31万8000部、

1902年には春号、秋号を合わせて15975"1727部、

最感知1の1975年には4000万部にも達した。

商品掲載ペー ジの一つ一つの商品には、値段

やデザインのみならず、扱い方や色、サイズ、

重量、材質などが明確に記されている。(図 3

a.b)その他に も、衣服のサイ ズを見極める際

に必要とされる寸法のiJ[1Jり方についての説明書

きや、カーテンやテーブルクロス、ベ ッドカバ

ーなどのホームファッションの寸法の測 り方に

ついても掲載されている。

カタログには以上のような商品を選択する際

に必要となるページの他に、 1911年に設置され
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図 3b 男性斤j衣服. 1902'-1"版
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た商品開発・検査各部門による商品テストや消

費者から寄せられた手紙について紹介された投

稿記事など、商品の信頼性ゃいかに多くの人々

に親しまれていたのかを示す内容のものが掲載

されている版も見られた。商品の開発には、シ

カゴにある商品研究所 (SearsTechnical 

Laboratories)に常駐している約100人-200人

もの科学者や技術者があたっていた。彼らは、

機械技師、電気技師、製造技師、化学者、物理

学者、繊維化学者、工業デザイナー、ホームエ

コノミスト、薬剤師、建築家など、あらゆる分

野から集められた。また、シアーズ・ローパッ

ク杜の商品は全てこの研究所において試験され

ており、高い信頼性を確保していた。試験の項

目についての詳細な記述は見られないが、研究

所での試験の様子が掲載されている他に、衣服

においては試験の結果をもとにして作られた取

扱注意のラベルが一つ一つに付けられており、

1974年版のカタログには当商品研究所の規模が

業界トップであるとの記述も見られる。

また、 1952年版のカタログの投稿記事には、

「カタログが教育や商売の方法を学ぶ書物とし

て役立つている」ということや、「家政学の授

業でシアーズ・ローパック杜のカタログを教材

として使用している」との大学の教授からの手

紙があったということが記されている。「カタ

ログで子供のモノを見る目を養うトレーニング

ができる」といったことも書かれており、商品

カタログとしての役割の他に、教育や経営など

の読み物としても親しまれ、活用されていたと

いうことが伺える。子供から大人まで、幅広い

層の人々に愛され、多方面に影響を与えている

ものであったことが推察される。

3.掲載商品の分類・集計

3.1 商品の分類・集計における定義

1 )カタログの選定

本章で用いたカタログ資料6冊については、

以下のような理由から選定を行った。(表 2) 

①1902年版:本研究では20世紀アメリカの人々

の生活にシアーズ・ローパック社がどのように

関わっていたのかを把握し、そこから伺える当

時の人々の生活の移り変わりを分析することを

1=1的としているため、シアーズ・ローパック社

の折;藍期ではなく会社がある程度認知され、浸

透してきた安定期の頃より見ていく必要がある

と判断した。そのため、春号と秋号の発行部数

が明らかになっている最初の年でもある1902年

を起点とした。その後、カタログの発行が最後

となる1993年までの問の変遷を見ていくことと

した。取り上げた年代については資料の有無の

関係上、常に一定ではないが原則的にシアー

ズ・ローパック社の経営状況とアメリカ社会の

状況を踏まえたうえで、独自に選定を行った。

②1927年版:1902年の25年後であり、シアー

ズ・ローパック杜がGMSを導入した頃である。

いわば、カタログ通信販売に加えて小売業にも

手を出し始めた時期である。因みに、アメリカ

経済は第一次世界大戦後の不況を脱し、急速に

好景気となった時期にあたり、検討に値するも

のと判断した。

③1952年版:1927年の25年後で、シアーズ・ロ

ーパック社にとっては成長期の真只中であり、

社会は第二次世界大戦後のパクス・アメリカー

ナの華々しい好景気の時期でもあることから、

検討を行った。

④1974年版:1952年の22年後で、シアーズ・ロ

ーパック社にとっては総売上高で最高を記録し

ていた頃の成熟期にあたり、検討せねばならな

いと判断される。社会はオイルショックで経済

が停滞した時期でもある。

⑤1993年版:カタログの最終号であり、シアー

ズ・ローパック社にとってはまさに衰退期・方

向転換期である。

⑥1945年版:アメリカが世界の中心となるきっ

かけとなった第二次世界大戦終戦直前のパク

ス・アメリカーナの幕開けの時期に発行されて

いるという点と、戦勝国で戦争下の影響もそれ

ほど見られないはずであるにも関わらず、種々

の規制があったためか、意外にもページ数が少

一 84-



20tH紀アメ リカの生活デザイン

ないという特徴があり、戦時下のアメリカ人の

生活にと ってシアース・ローパック社がどう影

響 していたのか興味深いとこ ろであることから

着目し、イ也の 511ftのイ也に布Ii足としてデー タをと

ることに した。

尚、春夏号と秋冬号の季節の述いによる内容

の差異については、ク リスマス|刻連商品等によ

り秋冬号-の商品点数の方が春夏号よりも多くな

る傾向があるなど、多少季節il'iilWIに迎いが見ら

れるものの、それ以外のところでは春夏号と秋

冬号・とで同じ商品を値段を下げて掲載している

ものも多いこと、加えて図 4のごとく、 n;ij品の

分類|二、比率に大きな差異はなく、商品の傾向

を捉える上ではほとんど影響はないと判断した

ため、本掌では季節が異なっていても平等に比

較できるものとして考えた。

2 )分類・集計の定義

商品の分類方法、項目の設定方法については

1 IlIt目のカタ ログ1902年版の索引である

DEPARTMENT INDEXと先行研究2)、文献川

をもとに分銅推理を行い12の項目を設定 した。

衣 2 カタログの選定J.illLlI

会社の安定期

春号・秋号の発行部数が

明らかになっている最初の年

1902年の25年後

GMS導入期

第二次世界大戦終戦直前で

ページ数が少ない等の特徴かー

あることから補足として用いた

85 

1927年の25年後

成長期の真只中

第二次世界大戦後の好景気

1952年の22年後

成熟期

オイルショックで停j帯の時期

1974年の19年後

衰退期・方向転換期

カタロク最終号
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衣類 住宅用品 乗物 農工具 娘楽用品 食器類 家庭用 医療用品 文房具・ 日用雑貨 食料雑貨 その他
機器 書籍

1!J1952年秋冬号 33.0弘 21.7% 17.4首 10.0% 6.8% 3.9% 2.7% 1.8% 1.5% 1.2% 0.2弘 0.0% 

|口1952年 春夏号 29.9将 22.9% 18.1% 11.1% 7.1% 4.3% 1.5% 2.2% 1.4% 1.2誌 0.2% 0.0% 

j;gj4 春夏号 目秋冬号比較

商品の集計については、商品を注文する際に必

要となり、商品の図版と共に記載されているカ

タログ ・ナ ンバーを一つの商品と捉え、 集計を

行った。

3.2 集計結果

3. 1の定義に基づく分類で集計をした結果

は次のようになった。

< 1902年版> (表 3) 

[概況]商品の全点数は14509点で、ある。衣類が

32.4%で最 も多 く、次いで住宅用品が14.9%、

娯楽用品が14.7%で共に約15%となっている。

すなわち、衣類が全体の 3割を超え、以下の 2

項目の合計よりも多 く、圧倒的多数と言える。

これら上位 3項目で全体の62.0%になる。また、

目につくものと して、 手錠、警棒など警察官が

用いる道具の他に、 墓石まで掲載されており、

現在の常識では考え!蹴い商品も扱っていた。さ

らに、灯油やガソ リンなどの燃料が売られ、馬

車(図 5)までもカタログ通信販売の対象にな

っており、ありとあらゆるものが掲載されてい

ることが分かる。
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最も多かった衣類の中ではアクセサリ ーが

4702点 1:j~2665点で56 .7% と 最 も多く、全体の点

数に占める割合でも 18.4%と非常に多い。衣服

は1771点で37.7%を占めている。

衣類に次いで、多い住宅用品の内訳で・は、イン

テリアが最も多 く、 2157点中1194点で、55.4%を

占めている。その中を見ると、家具が494点で、

最も多 く、 4l.4%を占めている。家具には装飾

の施された椅子やテーブル、 本棚の他に、 床屋

OUR $116.40 EXTENSIDN TOP CABRIDLET. 

$116.40 
τVlth Ucst 
St.cclTlrc8 

図5 馬車， 1 902~j三版



20W:紀ア メ リカの生活デザイ ン

表 3 1902'1斗仮 カタログ集計表 ( カ タ ログ過信販売の安定J~J)

分類 中分類 点数 分類毎劃l合 割合 分類 中分類 点数 分類毎割合 割合

衣類 アクセサリー 2665 56.7% 18.4覧 食器類 洋食器 58 7.1% 0.4% 

衣服 1771 37.7百 12.2覧 カトラリー 259 31.9% 1.8% 

理容用品 266 5.71も 1.8% 調理器具 421 51.8% 2.9% 

E十 4702 100.0百 32.4出 食卓小物 75 9.2% 0.5% 

医療用品 医療器具 150 46.7也 1.0% E十 813 100.0首 5.6% 

薬 171 53.3百 1.2% 食料雑貨 食ロロロ 160 53.9% 1.1% 

言十 321 100.0% 2.2目 晴好品 131 44.1百 0.9弘

住宅用品 インテリア 1194 55.4首 8.2首 燃料 6 2.0百 0.0% 

住宅設備品 963 44.6% 6.6略 言十 297 100.0百 2.0也

言十 2157 100.0目 14.9目 日用雑貨 洗濯用具 53 17.8弘 0.4也

家庭用機器 生活機器 309 75.7略 2.1% 帰除用具 38 12.8出 0.3弛

事務機器 81 19.9% 0.6百 裁縫道具 193 65.0% 1.3覧

通信機器 18 4.4% 0.1% その他 13 4.4目 0.1% 

言十 408 100.0百 2.8目 言十 297 100.0百 2.0% 

娯楽用品 スポーツ用品 397 18.6% 2.7% 農工具 工具(大工道具) 826 51.2% 5.7也

狩猟用品 866 40.6首 6.0覧 農場用品 788 48.8首 5.4覧

玩具 178 8.3% 1.2% 言十 1614 100.0目 11.1% 

楽器 349 16.3% 2.4出 乗物 自転車 162 14.4百 1.1% 

テクニカルホビー 120 5.6% 0.8% 馬車 834 74.3弘 5.7% 

ペット用品 B 0.4% 0.1% その他 126 11.2覧 0.9也

双眼鏡，顕微鏡等 103 4.8出 0.7目 言十 1122 100.0弛 7.7也

手芸用品 114 5.3拍 0.8% 文房具・書籍 文具 379 64.3弛 2.6也

E十 2135 100.0拡 14.7% 書籍 210 35.7% 1.4覧

計 589 100.0% 4.1拍

その他 墓石 18 33.3% 0.1% 

警察道具 36 66.7% 0.2百

言十 54 100.0百 0.4目

合計 14509 100.0百

※網掛けは害11合5%以上の項目を示す

医療用F 食料雑貨日用雑貨

'" 2 OL 2.?% その他2.2弘

※円の大きさは全点数を表す
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用の椅子やキャビネットがあるなど多彩で、ある 衣類の中では未だアクセサリーが6001点1:1"

が、椅子が180点で最も多く、次いでベッドが 3227点で53.8%と最も多く、 2176点で36.3%を

66点、キャビネットが53点となっている。オフ 占めている衣服では、女性用衣服に変化が見ら

イス用の家具もあるものの、 14点とまだ少ない。 れるようになる 。1902年では男性用衣服が

また、 家具に次いで多いのが照明器具の158点、 27.9%、女性用衣服26.5%と男性朋がわずかに

家具用カバーが10H~ となっているが、 これ ら

を足しでも家具の点数には及ばない。

3番目に多い娯楽用品は、事il銃などの狩5iil朋
品が2135点 ~I二1866点で、娯楽用品の40.6% を占め

ている。

<1927年版> (表4) 

[概況]衣類が34.2%で最も多く、次いで娯楽

多い程度でほぼ同数に近いと見る ことができた

が、 1927年になると男性用 17.4%、女性用

30.7%となり、男性用を大きく上回ることとな

る。さらに、この年代のカタログには iSelected

frol11 among thousands at our Fifth A venu巴

Establishm巴ntin New York -the fashion 

Center of the WorldJという紹介記述がみら

れる他、「実l僚に11IJで流行しているファッショ

用品が14.5%、住宅用品が14.4%で共に約14% ン」といった添え書きがある商品(1豆I6 )や、

であり、 1902年と同様に衣類が全体の 3割を超 著名なデザイナーのオリ ジナル商品、人気映画

え、以下の 2項目の合計よりも多くなっている。 女優のかぶっていた帽子(図7)などが掲載さ

これら上位 3項目で全体の63.1%になり、 1902 れるようになり、女性用衣類が目立つようにな

年と同じような傾向を示している。全点数は ってきている。

17554点である。

図 6 女性m衣11仏 192711"版 医17 女性別帽子， 1927年版
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分類 中分類

衣類 アクセサリー

衣服

理容用品

言十

医療用品 医療器具

言十

住宅用品 インテリア

エクステリア

住宅設備品

言十

家庭用機器 生活機器

事務機器

通信機器

計

娯楽用品 スポーツ用品

狩猟用品

玩具

楽器

テクニカルホビー

ペット用品

双眼鏡，顕微鏡等

アート用品

その他

言十

20世紀アメ リカの生活デザイン

表 '1 1927年版 カタログ集計表 (GMS導入j別)

点数 分類毎割合 割合 分類 中分類 点数 分類毎割合 割合

3227 53.8% 18.4出食器類 洋食器 427 28.7% 2.4% 

2176 36.3弘 12.4見 力トラリー 752 50.5% 4.3唱

598 10.0覧 3.4% 調理器具 278 18.7% 1.6% 

6001 1000目 34.2% 食卓小物 32 2.1覧 0.2百

215 100.0% 1.2% 言十 1489 100.0% 8.5% 

215 100.0目 1.2目食料雑貨 食品 28 22.4目 0.2% 

1684 66.8% 9.6出 晴好品 97 77.6百 0.6目

57 2.3目 0.3弘 計 125 100.0% 0.7百

781 31.0% 4.4% 日用雑貨 洗濯用具 42 21.2% 0.2% 

2522 100.0覧 14.4% 掃除用具 34 17.2覧 0.2目

284 64.5目 1.6% 裁縫道具 13 6.6出 0.1% 

39 8.9百 0.2覧 その他 109 55.1% 0.6% 

117 26.6% 0.7% 計 198 100日目 1.1% 

440 100.0百 2.5% 農工具 工具(大工道具) 396 32.3弘 2.3% 

674 26.6% 3.8% 農場用品 831 67.7% 4.7弘

463 18.2出 2.6% 言十 1227 100日目 7.0弘

626 24.7見 3.6% 乗物 自転車 120 6.6目 0.7目

410 16.2% 2.3弘 馬車 426 23.4% 2.4出

158 6.2% 0.9% 自動車用品 1267 69.6% 7.2覧

48 1.9% 0.3% その他 7 0.4% 0.0% 

63 2.5% 0.4出 言十 1820 100.0% 10.4% 

39 1.5弘 0.2出文房具・書籍 文具 117 12.0% 0.7% 

57 2.2% 0.3首 書籍 862 88.0% 4.9% 

2538 100.0% 14.5出 計 979 100.0% 5.6% 

合計 17554 100.0% 

※網掛けは害IJ合5%以上の項目を示す

医療用品目用雑貨食料雑貨

zfR 1107% 
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娯楽用品で、は、 1902年の時点で40.6%もの割

合を占めていた狩猟用品が18.2%まで減少して

いる。一方で、 18.6%と8.3%という比率であっ

たスポーツ用品と玩具はそれぞれ26.6%と

24.7%と大きく増加している。

住宅用品の中で、は1902年と同様に、インテリ

アが最も多く、 2522点中1684点で66.8%を占め、

その中では、敷物が345点と家具を抜いて最も

多くなる。次いで家具327点、!照明器具306点と

なっており、これら 3項目でインテリアの

58.1%を占めている。因みに、インテリアの中

で2番目 に多かった家具の内、最も多かったの

はここでも桁子で84点、続いてテーフソレ54点、

ベッド43点となっている。また、 1902年にはな

かった植物や屋外用家具などのエクステリア用

品が加わるようになる。ただし、その割合は住

宅用品の2.3%と極めて少ない。その他、この

年のカタログには組立式住居のカタログ

“Book of Mod巴rnHomes"の掲載が見られる

ようになるなど、住宅販売も行っている ことが

分かった。(図 8) 

TheConway・ FlVEROOMS AND BATI王

$1，614 ~!f::J;詩:fs $30 

Standard 
Built Home量

From 
to $1，041 

Choiceof 

4，5 or 6 

図8 カタログに掲jl世されている販売住宅

4番目に多い釆物には、 1902年にはなかった

自動車用品が掲i慨されるようになる。しかも、

乗物の69.6%と非常に大きい。1902年で乗物の

74.3%を占めていた馬車は1820点中426点で

23.4%と激減し、自動車用品が取って代わった

形になっている。

<1945年版>(表 5) 

[概況]全体としては13830点で1902年の水準を

も下回る点数に|降下 している。乗物が急鳩 し、

衣類と共に各25.2%で最も多くなっ た。次いで

住宅用品は14.8%と相変わらずであり、それま

で衣類が単独で全体の 3割を超え、 2、 3番目

の項目の合計よりも多くの割合を占めていたが、

この年来物の割合が増え、衣類とほぼ同数とな

っている。これら上位 3項目で全体の65.2%を

占めている。一方で、 1927年まで14%台を占め

て上位に入っていた娯楽用品は全体の7.0%と

なり、減少している他、 1945年の家庭用機器は

他の年代と比較すると、 139点と極端に点数が

少なく、全体に占める割合もl.0%に過ぎない。

“Book of lvlodern Homes"カタログ， 1927if版
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分類

衣類

医療用品

住宅用品

家庭用機器

娯楽用品

20W:紀アメ リカの生活デザイン

表 5 1945年版 カタログ集計表

中分類 点数 分類毎割合 割合 分類 中分類 点数 分類毎割合 割合

アクセサリー 1560 44.8叩 11.3百食器類 洋食器 112 37.7% 0.8% 

衣服 1178 33.8出 8.5% 調理器具 185 62.3也 1.3百

理容用品 743 21.3% 5.4百 E十 297 100.0% 2.1目

言十 3481 100.0% 25.2% 食料雑貨 食品 16 100β弛 0.1% 

医療器具 240 41.5% 1.7見 言十 16 100.0覧 0.1見

薬 338 58.5% 2.4弛 日用雑貨 洗濯用具 38 14.9弛 0.3略

言十 578 100日目 4.2也 掃除用具 102 40.0% 0.7唱

インアリア 777 37.9也 5.6弘 裁縫道具 95 37.3% 0.7百

エクステリア 186 9.1百 1.3% その他 20 7.8目 0.1百

住宅設備品 1086 53.0% 7.9% 言十 255 100.0弛 1.8% 

言十 2049 100.0% 14.8% 農工具 工具(大工道具) 743 43.5% 5.4目

生活機器 49 35.3% 0.4見 農場用品 966 56.5% 7.0百

事務機器 73 52.5弘 0.5% 計 1709 100.0弛 12.4百

通信機器 17 12.2拡 0.1% 乗物 自転車 26 0.7弘 0.2略

計 139 100.0% 1.0弛 自動車用品 3369 96.6目 24.4% 

スポツ用品 88 9.1弘 0.6覧 1¥イク 57 1.6也 0.4也

狩猟用品 44 4.5% 0.3百 その他 37 1.1百 0.3覧

玩具 102 10.5% 0.7百 言十 3489 100.0% 25.2% 

楽器 349 36.0百 2.5百文房具・書籍 文具 421 50.2目 3.0%1 

テクニカルホビー 187 19.3% 1.4% 書籍 418 49.8首 3.0% 

ペット用品 25 2.6弛 0.2% 言十 839 100.0% 6.1百

模型用品 29 3.0% 0.2百その他 墓石 8 0.1% 

手芸用品 104 10.7% 0.8% 合計 13830 100.0目

アート用品 42 4.3% 0.3也 ※網掛けは割合5%以上の項目を示す

言十 970 100.0弛 7.0% 

食器類ー、 日用雑貨 家庭用機器

医療用ぶ 同

文房具戸¥

91 

食料雑貨
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生活機器に閲しては|暖房器具が25点とガスレン

ジ2点を除いた他の全ての機器が入手できない

と表記されている。さらに、 事務機器や通信機

器に関しでもタイプライタ ーや複写機の他、ラ

ジオの部品ばかりであり、機器本体が掲載され

ているものは一切見られない。19451，:1三にはこの

ような他の年代には見られない傾向が見られ、

戦争の影響が反映されていると考えられる。さ

らに、その他の項目では1902年に掲載され、

1927年にはなかった墓石がこの年再び登場して

いる。

全体が減少する中で釆物だけが増加lし、 1927

年の約 2 倍、 1902年の約 311~ とな っ ている 。 自

動車用品が非常に地え、釆物の中では3489点中

3369点で96.6%、全体に占める割合も自動車用

品だけで24.4%とほぼ 1/4を占め、全項目の

中で最も多くなっている。また、バイクも57点

'_f."， r.，m， 
出.，凶""<~ ""，~， 

とわずかではあるが、販売されるようになる。

一方で、それまで大きな割合を占めていた馬車

は一切掲載されなくなり、馬車から自動車・バ

イクへと人々の移動手段が大きく移り変わった

ことが伺える。(図 9) 

衣類は全体と しての割合は25.2%と高いもの

の、 1927年までの30%を超える程多くはない。

衣類の中ではやはりアク セサリーが3481点中

1560点で、44.8%と最も多く 、次いで衣服が1178

点で、33.8%を占めている。1902年より順調に増

えてきたアクセサリー、衣服ともに減少してい

る。また衣類の商品にも他の年代には見られな

い掲載があり、 iNEWCLOTHES FROM OLD 
…not a yard of new material neededJと題し

た型紙が掲載されている。(図10) こうした、

衣服の リメイクを推奨する内容のものが掲載さ

れているのはこの1945年のみである。

住宅月3品の中では、それまでインテリア用品
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が最も多かったが、 ドアや窓などの建具や金物

類の他、洗而装置やパイプ用品などの水回り設

住ii品を含む住宅設備品の点数が増え、 2049点中

1086点で住宅用品の53.0%を占め、 777点のイ

ンテ リアを上回るようになる。又、苗木などの

エクステリア用品も 186点掲載されている。全

体に占める割合は1902年、 1927年とほとんど変

わらない。

< 1952年版>(表 6) 

[概況]全体数が32443点となり大111日に増加し、

1945 i:l~ に比べて倍増している 。 その中でも衣類

が33.0%で依然として最も多く、次いで住宅用

品が21.7%、乗物が17.4%となっている。これ

ら上位 3項目で全体の72.1%を占めるようにな

り、より寡占化が進んでいる。

全体に占める割合が約 3制と重要度は相変わ

らずの衣類の中では衣服が10691点中6912点で

64.7%を占めるようになり、従来からの35%程

度の占有率が一気に増加し、 全体に占める制合

も2l.3%となっている。一方で、それまで衣類

の半数以上を占めていたアクセサリーが30.9%

と大幅に減少し、衣服が上回るようになる。衣

類が依然として 3 訓を占める中、衣JJI~の重要度

がアクセサリーに取って代わることになった。

この年も女性用衣服が45.7%と男性用の18.2%

を上1mり、女性をターゲットにした品揃えが目

立つ。

従来14%台で推移していた住宅m品が21.7%

となり、大幅に増加した。その中では1945年に

2位になったインテリアカ'7027点中4099点で

58.3%と最も多くなった。内訳で最も多いのが

家具で1582点、次いでカーテン類585点、寝具

532点となっている。家具はカタ ログ販売当初

から常に上位を占めてきており、 2、3番の合

計でも家具には届かない。住宅用品の中で、 2番

目に多い住宅設備品は2840点で40.4%を占めて

いる。これは、 DIYの導入(註 3)を積極的に

推進した結果であると思われる。(図11)
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そのことに伴い、 4番目に多い!長工具にも変

化が見られる。全体に占める割合は10.0%で従

来とそれ程変わらないが、農場用品の中では

1927年に 1 4;附I~ ~:\てきたガーデニング用品が約

3 J!i1jに増し、また、のこぎりやドリルなど、 主

に日H程大工で用いられるような工具が3244点1:1"

2114点と大幅に仲び、 j長工具の65.2%を占める

までになり、民場用品を上回るようになる。

その他の項目として、 1945年に入手できない

とされた家庭用機器の多くが復帰し、食器洗い

機や電気乾燥機、電気冷蔵庫、冷凍庫など、よ

り生活を便利にする製品が力nわるようになり、

194511~ に全体の0.4%にまで減少した占有率は

l.9%と大幅に引11びた。通信機器には1950年代

半ばまでにアメ リカの全世帯の88%に急速に普

及したとされているテレビがはじめて掲載され

るようになる。
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表 6 1952年 カタロ グ集計表 (成長期)

分類 中分類 点数 分類毎割合 割合 分類 中分類 点数 分類毎割合 割合

衣類 アクセサリー 3308 30.9% 10.2% 食器類 洋食器 368 28.9首 1.1% 

衣服 6912 64.7弘 21.3見 カトラリー 392 30.8耳 1.2也

理容用品 471 4.4也 1.5% 調理器具 290 22.8百 0.9首

言十 10691 100.0首 33.0% 食卓小物 222 17.5首 0.7目

医療用品 医療器具 318 54.2百 1.0% 計 1272 100.0% 3.9% 

薬 269 45.8百 0.8% 食料雑貨 食品 19 38.0百 0.1% 

計 587 100.0% 1.8% 曙好品 31 62.0首 0.1% 

住宅用品 インTリア 4099 58.3% 12.6首 計 50 100.0首 0.2首

エウステリア 88 1.3% 0.3也 日用雑貨 洗濯用具 117 29.2百 0.4% 

住宅設備品 2840 40.4百 8.8% 婦除用具 77 19.2首 0.2l‘ 
E十 7027 100.0% 21.7% 裁縫道具 176 43.9% 0.5% 

家庭用機器 生活機器 624 71.2首 1.9% その{也 31 7.7百 0.1首

事務機器 118 13.5百 0.4也 計 401 100.0首 1.2也

通信機器 134 15.3首 0.4% 農工具 工具(大工道具) 2114 65.2目 6.5'‘ 
計 876 100.0也 2.7也 農場用品 1130 34日首 3.5首

娯楽用品 スポーツ用品 540 24.6百 1.7也 計 3244 100.0% 10.0首

狩猟用品 282 12.9百 0.9百乗物 自転車 157 2.8略 0.5% 

玩具 216 9.9% 0.7% 自動車用品 5395 95.8首

楽器 206 9.4% 0.6弛 バイク 59 1.m品 0.2弘

テクニカルホビー 738 33.7胃 2.3也 その他 19 0.3百 0.1也|

双眼鏡I 顕微鏡等 47 2.1% 0.1首 計 5630 100.0% 17.4%1 

手芸用品 71 3.2百 0.2百文房具・書籍 文真 286 60.5百 0.9% 

アート用品 92 4.2百 0.3首 書籍 187 39.5百 0.6% 

言十 2192 100.0首 6.8首 計 473 100.0弘 1.5剖

合計 32443 100.0%1 

※網針けは割合5%以上の項目を示す

食料雑貨

※円の大きさは全点数を表す
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20世紀アメリカの生活デザイン

その他、 1927年版より手動式のものと電動式

の両方が掲載されていたが、この年より炭火を

入れて用いるアイロンを除く洗濯機、掃除機、

ミシンなどの全ての機器が電動式のみの掲載に

なる。因みに、 1930年のカタログには、 IDrive

Drudgery from your home. Into this 

Electrical Age ， Sears，Roebuck and Co.Jと題

した特集記事が見られる。

<1974年版>(表7)

[概況]成熟期に入り、全体点数は29137点で

1952年に比べて10.2%減少した。内訳は、住宅

用I511が32.7%で最も多く、次いで衣類が28.0%、

乗物が20.6%となり、それまで最も多くの割合

を占めていた衣類を住宅用品が上回るようにな

る。これら上位 3項目で81.3%もの割合を占め

るようになり、この 3項目で上位は定着してき

た感がある。

全体としての占有率で l位となった住宅用品

の中ではやはり、インテリアが最も多く、 9532

点中5726点で60.1%の割合を占めている。その

中では、家具が5726点中1608点で28.1%を占め

て最も多く、次いで、寝具1477点、カーテン類

1294点となっており、これら 3項目でインテリ

アの76.5%もの割合を占めている。 1952年頃か

らの傾向は変わらないが、 2、3項目の寝具、

カーテン類が伸び、 1項目の家具に接近してい

る。さらに、家具の内訳をみると椅子が333点

と最も多く、次いでベッド269点、オフィス家

具215点、キャビネット 162点となっている。こ

れを1902年の頃の家具の内訳順位と比較すると

オフィス家具が1902年の14点から215点となり

躍進が目立つが、それ以外ほとんど同じ品揃え

であることが分かった。エクステリアについて

は物置、照明器具などがメインであり、 1927年

頃に登場した植物の掲載は見られない。

衣類の中では衣服が8160点中6069点で74.3%

もの割合を占めて、 1952年に引き続き最も多く

なり、全体の点数に占める割合は20.8%で全項
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日の1=11では最も多い。一方で1945年まで衣服を

上回っていたアクセサリーは衣類の24.9%、全

体の7.0%となり、衣服の約 3分の l程度とな

っている。この頃の記述には、 1927年に見られ

たような流行に閲するものは見られなくなり、

素材の違いによる扱い易さや肌触りに関する記

述が見られるようになる。

4番目の農工具は全体に占める割合が7.0%

で減少傾向にあるが、その中で、工具が2029点

中1380点で、農場用品の649点の約 2倍となっ

ている。この傾向は1952年頃と変わっていない。

多少減少傾向にある農場用品には、草刈機やト

レリスなどのガーデニング用品が多く見られる

ように内容的に大きな変化が見られる。また、

工具については、住宅用品が衣類を上回ったこ

とやその中の住宅設備品も全体の 4番目に多い

12.5%を占めていることから、 DIYの普及が伺

える。

全体としては3.9%である家庭用機器の特徴

としては、掲載されている生活機器は全てが電

化された。これまでにも洗濯機、掃除機、冷蔵

庫など画期的な機器が加わってきたが、ここに

電子レンジやエアコンが掲載されるようになり、

通信機器にはカラーテレビが加わるようになる。

<1993年版>(表8) 

[概況]全体点数は21315点で1974年成熟期の

70%強、 1952年成長期の50%強にあたり、退潮

傾向がはっきりとあらわれた最後のカタログで

ある。内訳は、住宅用品が49.5%で最も多く、

次いで衣類が22.7%、農工具が7.5%である。住

宅用品だけで全体の半数近くを占め、 1927年ま

で衣類が単独で首位を築いていた時と同様、 2、

3番目に多い項目の合計よりも20%近く上回る

程の割合となっている。因みに、 ヒ位 3項目で

全体の79.7%もの割合を占めるようになってい

る。尚、 1974年頃までは20%近くを占めていた

乗物はわずか6.2%と低調であるなど、変化が

著しい。
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表 7 1 974 ~1: カタログ集計表 (成熟Jm

中分類 点数 分類毎割合 割合 分類 中分類 点数 分類毎割合 割合

アクセサリー 2029 24.9首 7.0% 食器類 ;羊食器 219 30.1首 0.8目

衣服 6069 74.3% 20.8見 カトラリー 43 5.9百 0.1% 

理容用品 62 0.8% 0.2% 調理器具 411 56.5% 1.4% 

計 8160 100.0覧 28.0覧 食卓小物 54 7.4覧 0.2也

医療器具 101 77.1首 0.3覧 2十 727 100.0首 2.5見

薬 30 22.9覧 0.1% 食料雑貨 計 。 0.0也 0.0百

計 131 100.0覧 0.4% 日用雑貨 洗j誼用具 40 41.7也 0.1也

インTリア 5726 60.1也 19.7覧 帰除用具 43 44.8% 0.1% 

エクステリア 172 1.8詰 0.6覧 裁縫道具 7 7.3% 0.0% 

住宅設備品 3634 38.1% 12.5覧 その他 6 6.3% 0.0也

計 9532 100.0百 32.7百 百十 96 100.0弛 0.3% 

生活機器 884 77.6百 3.0百農工具 工具(大工道具) 1380 68.0百 4.7胃

事務機器 104 9.1国 0.4也 逃場用品 649 32.0% 2.2也

通信機器 152 13.3目 0.5% 百十 2029 100.0覧 70% 

計 1140 100.0百 3.9百乗物 自転車 164 2.7首 0.6也

スポーツ用品 409 34.9首 1.4% 自動車用品 5644 94.0覧 19.4% 

狩猟用品 264 22.5首 0.9覧 1¥ィク 176 2.9首 0.6也

玩具 33 2.8首 0.1% その他 19 0.3首 0.1% 

楽器 70 6.0% 0.2也 E十 6003 100.0覧 20.6% 

テクニカルホビー 283 24.1也 1.0% 文房具・書籍 文具 93 64.1唱 0.3百

ベット 41 3.5% 0.1也 書籍 52 35.9% 0.2也

双眼鏡，顕微鏡等 11 0.9耳 0.01出 計 145 100.0百 0.5百

手芸用品 61 5.2也 0.2也その他 iiiI明書 2 0.0百

言十 1172 100日目 4.0弛 合計 29137 100.0% 

※網控トけは割合5 %以上の項目を示す

3.9唱
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日用雑貨

0.3百

※円の大きさは全点数を表す



20世紀アメ リカの生活デザイ ン

表 8 19931j:;)仮 カタログ集計表(衰退JOJ方向転換期)

分類 中分類 点数 分類毎害11合 割合 分類 中分類 点数 分類毎割合 割合

衣類 アクセサリー 1063 21.9百 5.0見食器類 洋食器 80 44.0百 0.4百

衣服 3778 78.0百 17.7% カトラリー 56 30.8弘 0.3% 

理容用品 3 0.1百 0.0% 調理器具 41 22.5百 0.2弘

言十 4844 100.0% 22.7百 食卓小物 5 2.7弛 0.0見

医療用品 医療器具 27 100.0% 0.1% 言十 182 100.0% 0.9弘

言十 27 100.0% 0.1% 食料雑貨 言十 。 0日目 0.0覧

住宅用品 インナリア 7339 69.6百 34.4也 日用雑貨 洗濯用具 35 55.6% 

エクステリア 652 6.2% 3.1百 掃除用具 18 28.6% 0.1 

住宅設備品 2556 24.2% 12.0% その他 10 15.9% 0.0目

言十 10547 100.0% 49.5目 言十 63 100.0% 0.3% 

家庭用機器 生活機器 1005 79.5百 4.7首農工異 工具(大工道具) 1320 83.0百 6.2叩

事務機器 97 7.7% 0.5弘 農場用品 271 17.0百 1.3% 

通信機器 162 12.8百 0.8% 言十 1591 100.0% 7.5弛

言十 1264 100.0百 5.9百乗物 自転車 32 2.4百 0.2百

娯楽用品 スポーツ用品 715 52.5% 3.4目 自動車用品 1286 96.7% 

狩猟用品 26 1.9% 0.1% その他 12 0.9% 0.1 

玩具 148 10.9% 0.7帖 言十 1330 100.0% 6.2% 

楽器 77 5.7也 0.4百文房具・書籍 文具 58 65.9也 0.3% 

テクニカルホビー 204 15.0% 1.0% 書籍 30 34.1% 0.1% 

ペット用品 185 13.6唱 0.9% 言十 88 100.0首 0.4% 

双眼鏡，顕微鏡等 6 0.4% 0.0% その他 カタログ 18 0.1% 

計 1361 100.0% 6.4% 合計 21315 100.0% 

※網掛けは割合5%以よの項目を示す

※円の大きさは全点数を表す
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全体点数の半数に近い住宅用品の中では住宅

設備品が少し減ったもののインテリア、エクス

テリア共に、今回調査した中では最高値を記録

した。因みに、全体点数最高の1952年の住宅用

品に比べ、1.5倍の品揃えをしている。その中

でも、インテリアが10547点中7339点で69.6%、

全体では一つの項目で34.4%もの割合を占め、

1位である。内容的には、ブラインドなどの日

よけを加えたカーテン類が2081点28.4%を占め

て最も多く、次いで寝具が2041点、家具が1680

点の順となっている。これら 3項目は1952年頃

より順位の変動はあるものの安定しており、合

計でインテリアの79.1%を占めている。エクス

テリアは、点数はそれほど多くはないものの、

1974年頃からの増加が著しい。

衣類は全体としての占有率は 2位となったも

のの、 22.7%もの点数を保有している。その中

では衣服が4844点中3778点で78.0%、アクセサ

リーが1063点で21.9%を占めている。

3番目に多くなった農工具は、全体としては

7.5%であり、 1974年とほぼ同レベルである。

その中では工具が1591点中1320点で農工具の

83.0%を占め、農場用品の271点の 5倍近いも

のが掲載されている。しかも、農場用品の内容

も1974年同様、ガーデニング用I111が目立ち、酪

農業、畜産業、農業に用いられる道具や1952年

まで売られていたひよこや雌鶏は見られなくな

る。

以上、 6冊のカタログ調査の結果から、各年

代の人々のニーズを読み取ることができた。ま

た、 1902年では上位3項目で全体の 6割を占め

ていたのが、 1993年には 8割近くを占めるよう

になり、多様化から専門化への変化が伺える。

このことから、何でもシアーズカタログの中に

ある商品を購入していた時代から、客側が自ら

百貨庖や小売庖などへ出向き、品定めをし、良

いものを選択して購入するという時代になり、

シアーズ・ローパック社が通信販売会社として

人々の生活全般においてサポートするというと
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ころまではできなくなってきたということ、容

のニーズが変化してきたと同時にシアーズの役

割が変化してきたということがこれらのデータ

からも見て取れる。

4.まとめ

1 )衣類が常に20-30%台であり、品揃えは

l位ないし 2位であった。その衣類の中でも、

設立当初1902年頃はアクセサリーを中心に売っ

ていたが、 1952年頃より衣服に重きが置かれる

ようになり、アクセサリーを上回るようになる。

また、当初は男性用が中心であったが次第に女

性用の品揃えが豊富になる。女性用衣服が目立

つようになり、男性用を上回った1927年頃のカ

タログに掲載されていた女性用衣服には、ニュ

ーヨークで流行のファッションが取り挙げられ

るようになるなど、当時の流行に敏感に対応し

たものであり、ファッション情報の発信源とし

ても活用されていたであろうことが伺える。し

かし、ファッションの多様化が進んだ1974年頃

のカタログには流行という記述も見られなくな

り、ファッションの発信源としてのカタログの

使命は大きく後退したとJAわれる。

2 )住宅用品は当初から15%弱で推移してき

たが、 1952年より培え始め、 1974年以降全体の

30%を超え、 1993年最後のカタログでは半数近

くの49.5%にまで達し、 1974年からは衣類を上

回る l位となった。これは、 1945年よりイギリ

スで始まったとされるDIYの普及が進んだため

と思われる。

3 )乗物は1945年に 1位になり、その後はほ

ぼ20%前後で推移した。これは、 1920年代以降

の自動車の普及による自動車部品の急増が主因

である。因みに、 1902年には馬車が全体の

5.7%を占めていたのが、 1927年には馬車2.4%、

自動車用品が7.2%となり、 1945年には自動車

用品が24.4%を占めるまでになった。この年の

カタログには、馬車の掲載は 1点もなかった。

以上が全カタログを通して品揃えの多い、上

位 3項目であり、シアーズ・ローパック社が
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人々の生活に最も影響を及ぼしていたものは衣

類と住宅用品であることが読み取れる。

カタログの集計結果からさらに言えることと

して、 1902年版のカタログでは、チーズやコー

ヒーなどの食品 (1格好Ililll)から、書籍、家H、

家庭用機器、医薬品、専門家が使う道具類、基

家庭の片隅にいつもUiかれ、人々の生活の中に

いかに誌透していたかが分かった。また、人々

の欲するものをいち早く取り入れ、どこよりも

安く、品質の良いものを提供できるように心掛

けていたことも分かった。そして、カタログは

20世紀アメリカの生活様式の変化や大量消費社

石まで、ありとあらゆるものが掲載されている。 会の構築に大いに貢献したと考えられる。これ

すなわち、当初より GMSを目指したカタログ により、カタログ調査の有効性が実証された。

通信販売を行っていることが分かる。このよう しかし、その後、人々の生活が豊かになった

な考え方は、 1993年まで一貫したものであった。 ことで、最後の発行年頃のカタログの中には

しかし、主力の衣類と住宅用liltを除く他の項目 色々なエピソードや添えi'fき、投稿記事などは

毎の種類や点数は年々減る傾向となっている。 ほとんど見られなくなり、かつての「憧れの生

また、女性を家事という重労働から解放し、 活を手に入れるJ具体的な万法が記されていた

女性の社会進出を大いに促すための家庭用屯化

製品の普及にもっとめたと考えられ、 1920年代

のアイロン、洗濯機を皮切りにミシン、冷蔵庫

など矢継ぎ早に掲載されるようになった。この

ことに閲しては、 1930年のカタログに初めて

iThe Age Electricity Jの記述が見られ、 l止は

まさに電気の時代に突入したことを告げている。

しかし、家庭用機器の占める割合は 3%付近を

ようやく推移している程度で、点数が大きく仲

びることはなかった。

尚、 1945年には家庭用機器が一切掲載されて

いない。他の商品の品揃えも極端に少なく、カ

タログのページ数も少ない。他の年代には見ら

れないこの傾向は、衣類の商品にもあらわれて

おり、消費することが美徳とされていた当時の

アメリカ社会には珍しい提案である衣服のリメ

イクを推奨する内容の型紙が掲載されているな

ど、少なからず戦争の影轡を受けていたと考え

られる。以上のようなことからも、カタログが

社会・生活の状況を知る一つの重要な手掛かり

であることが分かった。

カタログ調査を通して、アメリカの社会、

人々の生活様式が見えてきた。シアーズ・ロー

パック社はアメリカの人々の生活を多方面から

サポートすることを目的に、カタログ通信販売

に数々の工夫を凝らしたことで、子ども遠の教

科書として使われたとの逸話からもカタログは

とされるカタログもその役f訓を終え、人々がカ

タログを活川する場1mが少なくなり、自然の流

れとしてカタログ通信販売は消滅していったこ

とが分かった。

今後の課題

集計の結果、人々が何を欲していたかは把握

できた。そして、当時の生活を物語る資料とし

ての価値を見出すことができた。しかし、当時

の人々がどのようなデザインや材質のものを好

んで選択し、使用していたのか、具体的な生活

史を読み解くには至らなかった。そのため、今

回の調査でIVJらかになった人々の生活に影響を

与えたとされる住宅!日品と衣類に焦点を当て、

専門カタログの調査を加えるなどして、より詳

細川分析していくことで具体的な生活様式や住

空間の変遷を読み解いていくことを今後の課題

としたい。

さらに、より確実な推移を把握するため、さ

らなるデータ整理を試みたいと思う。
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注釈 参考・引用文献

註 1 Cash On Delivery :商品配送後の支

払い

註 2 General Merchandise Storeの略称:

日用的な食料品、衣料品、雑貨等を幅広

く品揃えした小売業態

註 3 DIY (Do it yourself)の考え方は

1945年頃にイギリスで職人の手を借りな

いで自らの手でやれという生活運動が始

まり、その後、アメリカにも移植された

と考えられている。

1) R. S.テドロー/近藤文男 監訳: rマ
ス・マーケテイング史』ミネルヴァ書房，

1993， p.311 

2 )野津久美子、伊藤紀之: r“Journal of 
design and manufactures"にみる英国

のデザイン」共立女子大学家政学部紀要

第48号 (2002)

3 )野間惟道:r図解生活大百科〈シベール>.1

講談社， 1985 

4 )鳥羽欽一郎: rシアーズ=ローパック』

東洋経荷新報社， 1969 
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